
                 ③ 
         学校経営委員会 報告事項     令和７年６月４日 

 
１ 小学校研究大会について 

第 77 回 全国連合小学校長会研究協議会 福岡大会   

(1) 期 日：令和７年１０月１６日（木）・１７日（金） 

(2) 開催地：福岡県 福岡国際会議場 福岡サンパレス 他 

(3) 会 費：８，０００円 

(4) 愛知県参加予定人数(名古屋市含む)：９５人  三河地区予定人数：３２人+役員２人 

(5）発表者なし 

(6）執筆者（県校長会研究集録掲載の概要報告）：西尾市立一色東部小学校 杉浦 政之 校長 

 

第 60 回 東海北陸地区連合小学校長会教育研究 三重大会 

(1) 期 日：令和７年１０月９日（木）・１０日（金） 

(2) 開催地会 場：三重県総合文化センター 

(3) 会 費：６，０００円 

(4) 愛知県参加予定人数(名古屋市含む)：１９１人 三河地区予定人数：６８人+役員１人 

(5）発表者：岡崎市立大門小学校 紀平 高之 校長 Ⅳ-⑩危機対応 

司会者：岡崎市立豊富小学校 加藤  環 校長 

 
２ 中学校研究大会について 

第 76 回 全日本中学校長会研究協議会 香川大会 

(1) 期 日：令和７年１０月２３日（木）・２４日（金） 

(2) 開催地：レクザムホール 他 

(3) 会 費：７，０００円 

(4) 愛知県参加予定人数(名古屋市含む)：４５人  三河地区予定人数：１４人＋役員２人 

(5) 発表者：なし 

(6) 執筆者（県校長会研究集録掲載の概要報告）：豊橋市立五並中学校 鈴木 宏卓 校長 

 

第 65 回 東海北陸中学校長会研究協議会 岐阜大会  

(1) 期 日：令和７年７月３日（木）･４日（金） 

(2) 開催地：ホテルグランヴェール岐山 他 

(3) 会 費：７，５００円 

(4) 愛知県参加予定人数(名古屋市含む)：２０４人 三河地区予定人数：７０人＋役員 1 人 

(5) 発表者：田原市立福江中学校：矢野 正明  校長  ⑧教員の育成 

                               
 

３ 次年度（令和８年度）大会の期日等 

78 回 全国連合小学校長会研究協議会 北海道大会  令和 8 年 10 月 1 日(木)・2 日(金) 札幌市 

61 回 東海・北陸地区連合小学校長会研究協議会 福井大会  令和 8 年 10 月  

〇口頭発表：豊田が担当 

77 回 全日本中学校長会研究協議会 長野大会  令和 8 年 10 月 

66 回 東海北陸中学校長会研究協議会 愛知大会 令和 8 年 7 月 2 日(木)・3 日(金)  

〇口頭発表：蒲郡が担当 



           ④ 進路委員会  

 

１ 経過報告 及び 今後の予定    

（１）  活動経過  
４月１１日（金） 三河進路委員会①           ライフポートとよはし 

４月１６日（水） 県合同進路委① 愛知県教育会館 
 

◇挨拶回り…県教委(義務、高等、特支)、愛教組、

校長会事務局、私学協会、専修・各種連合会 

 

４月２８日（月） 高校入試懇談会 県庁西庁舎 

５月 ９日（金） 県合同進路委員会② 県教育会館 

５月１３日（火） 三河校長会総会                竜美丘会館 

５月１６日（金） 三河進路委員会② 三河教育会館 

５月１９日（月） 県校長会総会  日本特殊陶業市民会館 

５月２１日（水） 入選協本会議 県庁 

５月２３日（金） 県特別支援教育課との意見交換会（委員長） 県自治センター 

６月 ４日（水） 三河校長会理事会 リモート 

 

（２）令和７年度公立高校入試結果 

・募集人員：41,080 人（R6: 41,680 人 R5:41,920 人 R4:42,040 人）  

  ・志願変更者 89 人（R6:92 人 R5:58 人 R4:51 人） 

  ・追検査 33 人（R6:136 人 R5:80 人) 

  ・第２次選抜 67 校 1 校舎 104 学科  2,410 人  最終欠員数 2,365 人 

※R6 ： 69 校 1 校舎  93 学科  2,059 人  最終欠員数 1,984 人 

※R5 ： 67 校１校舎  95 学科  2,339 人  最終欠員数 2,267 人 

※R4 ： 72 校１校舎 100 学科  2,734 人  最終欠員数 2,675 人 

     志願者数 28 校   29 学科 52 人 

（R6:41 校 1 校舎 48 学科 87 人 R5:34 校 38 学科 75 人  R4: 25 校 26 学科 36 人） 

   合格者数 49 人（R6:83 人 R5:74 人 R4:36 人） 

  ・定時制 志願者総数 1529 人（R6:1953 人） 合格者数 1459 人（R6:1634 人） 

  ・通信制 志願者数 677 人（R6･805 人） 合格者数 587 人（R6:673 人） 

 

２ 愛知県・名古屋市小中学校長会合同進路委員会 

及び三河小中学校長会進路委員会と関係機関との連絡会等 

（１）県関係   県教育委員会との意見交換  ７月１４日（月）９時３０分 

（２）私学協会  要望 ６月１３日（金）１３時３０分、回答 ７月１０日（木）１６時 

（３）専各連合  要望 ６月２７日（金）１４時、 回答 ７月１７日（木）１６時 

（４）三河関係  私学協会三河支部（要望及び意見交換） 

        要望６月１１日(水)岡崎 NGH、回答９月１２日(金)ホテルアソシア豊橋 
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令和７年６月４日 

三河小中学校長会 役員・理事会・常任委員会報告 

 

令和７年度 調査研究活動の概要について 

教育課題特別委員会 

 

１ 教育課題特別委員会の組織・役割 
   副委員長  岡崎  岡崎市立南中学校   岡   秀之 
   委 員   豊田  豊田市立中山小学校  鈴木  賢司 
   委 員   蒲郡  蒲郡市立大塚小学校  大須賀 繁弥 
   委 員   豊川  豊川市立音羽中学校  大須賀 洋子 
   委 員   碧南  碧南市立東中学校   石原  竹春 
   委 員   岡崎  岡崎市立生平小学校  尾崎  智佳 
 

２ 調査研究の方向性 

教育課題特別委員会では、「令和の日本型学校教育」の構築をめざした教育活動

における学校運営上の課題を取り上げ、学校組織力の向上と教員の力量向上など

への課題の解決に向けた各学校の取組の現状について調査研究活動を行い、今後

の力量ある教員を育成するための一助となるよう調査研究を行っている。また、

参考となる各校の取組例を紹介する。令和６年度と令和７年度の２年計画で調査

研究し、今年度はまとめの年となる。年度末には県小中学校長会のホームページ

に研究報告を掲載する予定である。 

＜調査研究主題＞ 
    全ての子どもたちの可能性を引き出す 個別最適な学びを保障できる 

学校組織づくりのための調査研究 

【令和６年度】  
各郡市代表校長へ郡市内の２割程度の学校を調査対象校として抽出し、令和７年１月

に回答依頼を行った。アンケート調査では、Ｗｅｂ回答による調査を行い、「個別最適

な学び」を保障できる教員を育成していくための取組や学校組織づくりなどについて分

析及び考察をする資料となるように行った。また、先進的な取組事例の収集も行った。

アンケートでの大まかな内容は、次の３点である。 

・令和４・５年度に本委員会で実施した調査研究を掘り下げ、「個別最適な学び」に

効果があったとされる学習方法の詳細 

   ・「個別最適な学び」を保障できる教員を育成するための取組 

   ・「個別最適な学び」を保障できる教員を育成するための学校組織づくり 

   令和６年度は、アンケートで回答された内容を受け、令和７年度に向けた分析・考

察の準備を行った。さらに先進的な取組事例を紹介するために、アンケートから導き

出された先進的な学校への聞き取りも行った。 

【令和７年度】 

調査結果の整理・資料化（グラフ等）と分析及び考察に取り組み、調査研究のまとめ

としての報告書を、令和８年２月に発刊する予定である。「個別最適な学び」を保障で

きる学校組織づくりや教員の資質・能力の向上に向けて、各学校がこの報告書を活用し

ていただけるよう取り組んでいきたい。また、この報告書は、県関係機関に配付すると

ともに、データを愛知県小中学校長会のホームページに掲載し、令和７年度以降も継続

して活用できるようにしていく予定である。 



   

（１）事業計画 

  ・期  間 令和６・７年度の２年間（年６回程度の委員会開催） 
 ＜１年次＞  

・調査研究（県内小中学校２割程度の Web によるアンケート実態調査）実施 
  ・各校の実態調査、集約、実態調査のまとめ、先進的な事例の収集 

 ＜２年次：本年度＞  

・１年次の実態調査をもとに取組の現状と課題を明確にし、さらに調査研究を 

進め、県小中学校長会ホームページに掲載する。 

 

（２） 本年度の調査研究計画 

月 調 査 研 究 計 画 調 査 研 究 内 容 
４月 第１回委員会（4 月 16 日） 

 
 

・研究主題・計画確認 
・研究の方向性確認 
・研究組織の確認 
・アンケート調査内容の分析スタート 

５月

～  
６月 

第２回委員会（5 月 23 日） 
 

・分析、考察内容の協議 
・メールによるグループ協議 

７月 第３回委員会（7 月 2 日） ・分析、考察内容の修正 

・原稿形式の確認 
８月

～  
９月 

各委員での分析活動 
臨時委員会 

・メールでの原稿修正案等の意見交換 
・原稿形式等の調整 
・表記の文字について確認 

10月 第４回委員会（10 月 21 日） ・原稿の最終確認 
・印刷業者への依頼 

11月

～  
12月 

第５回委員会（11 月 11 日） ・印刷業者からの第１稿確認 
・教育関係機関への送付計画 
・印刷業者からの第２稿確認 
・印刷依頼 

１月 第６回委員会（ 1 月 27 日） ・冊子配付 
・年度末反省 
・次年度の方向性検討 

 



 

 

第６６回 東海北陸中学校長会研究協議会 

愛知大会 開催概要（案）           R７.７.２  

 

１  主 題  「『豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会を創る担い手』を育てる中学校教育」 

 

２  主 催  東海北陸中学校長会 愛知県小中学校長会 名古屋市立小中学校長会 

 

３  後援（予定）  愛知県・愛知県教育委員会  名古屋市・名古屋市教育委員会 

全日本中学校長会   

 

４  期 日  令和８年７月２日（木）・３日（金） 

 

５  会 場  ◇全体会：Niterra 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール 

                       〒460-0022 愛知県名古屋市中区金山一丁目５－１  

          ◇分科会：愛知県産業労働センター ウインクあいち ９・10・12 階 

〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅四丁目 4-38  

          ◇理事会：愛知県産業労働センター ウインクあいち 12 階 １２０３ 中会議室  

◇レセプション：サイプレスホテル名古屋駅前 

〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅二丁目３５-２４  

          ◇分科会打合せ会場：ウインクあいち各分科会会場 

 

６  日 程（案） 

（１） １日目 ７月２日（木） 理事会・分科会 

 

 

 

（２） ２日目 ７月３日（金） 全体会・記念講演 

 

 

 

２日 

（木） 

３日 

（金） 
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（３） ７月２日（木）の日程詳細 

 
（４） ７月２日（木）の分科会研究題・分担及び分科会会場 

 
（５） 分科会参加人数要請（会員数の 50％、愛知県 100％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理 事 会 11:00〜12:00 分科会打合せ 12:00〜13:15 分科会 13:30〜16:30 

ウインクあいち 12 階会議室 各分科会会場 各分科会会場 
〇開催県会長挨拶 

〇Ｒ７年度会務・会計報告 

〇Ｒ８年度事業計画・予算 

〇大会宣言・決議文 

〇愛知大会概要説明 

〇次年度開催県より 

石川県（基本構想等） 

※昼食 

〇挨拶 

〇分科会の進行確認 

  運営責任者、会場責任者、 

  司会者、発表者、記録者の 

打合せ 

〇開会のことば 

〇研究協議 

口頭発表 

研究協議 

まとめ 

〇閉会のことば 

分
科
会 

研  究  題 
口頭 

発表 
司会 会 場 

１ 「カリキュラム・マネジメント」の推進 
静岡 
三重 

三重 
愛知 

1201 
中会議室 A 

２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現 
岐阜 
愛知 

岐阜 
愛知 

901 
大会議室 

３ よりよく生きようとする意思や能力を育む道徳教育の充実 
福井 
静岡 

静岡 
愛知 

1202 
中会議室 A 

４ 健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現するため
の教育の充実 

石川 
岐阜 

石川 
愛知 

903 
中会議室 B 

５ 一人一人の社会的･職業的自立に向けたキャリア教育と進路
指導の充実 

愛知 
富山 

富山 
愛知 

902 
大会議室 

６ 自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図るための自
己指導能力を育成する生徒指導の充実 

三重 
石川 

石川 
愛知 

1003 
中会議室 B 

７ 「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成 
三重 
愛知 

三重 
愛知 

1002 
大会議室 

８ 学校と地域の連携・協働による「チーム学校」と「働き方改
革」の実現 

福井 
富山 

福井 
愛知 

1001 
大会議室 

県名 石川 三重 富山 福井 静岡 岐阜 愛知 総計 
グループ

数 
会員数（R７） 83 146 76 68 251 17６ 40８ 1208 
参 加 人 数 42 73 38 34 12６ 88 40８ 8０９ 
第１分科会 ４ ９ ４ ４ １５ １１ ４５ ９２ 15 
第２分科会 ５ ９ ５ ４ １８ １４ ６５ 120 20 
第３分科会 ６ ９ ４ ５ １６ １１ ４２ ９３ 15 
第４分科会 ５ ７ ４ ３ １１ ９ ３３ ７２ 12 
第５分科会 ６ １０ ７ ４ １８ １１ ６４ １２０ 20 
第６分科会 ６ ８ ４ ３ １１ ８ ３２ ７２ 12 
第７分科会 ５ １１ ４ ５ １９ １２ ６４ 120 20 
第８分科会 ５ １０ ６ ６ １８ １２ ６３ １２０ 20 

合     計 ４２ ７３ ３８ ３４ １２６ ８８ ４０８ ８０９ 134 



 

 

（６） ７月３日（金）の日程詳細 

 

７  記念講演 

  〇講師  トヨタ自動車株式会社 

古賀 伸彦 氏（未来創生センター センター長 株式会社豊田中央研究所 代表取締役 CEO） 

平成 3 年 4 月 入社 
平成 13 年 1 月 トヨタモーターヨーロッパ 欧州技術法規渉外 マネージャー 
平成 27 年 1 月 技術統括部長 
平成 28 年 4 月 未来創生センター 統括部長 
平成 31 年 1 月 未来創生センター長 (現在に至る） 
令和 3 年 3 月 株式会社豊田中央研究所 顧問 
令和 3 年 6 月  同社 代表取締役 CEO 就任 (現在に至る） 

 
 

東   崇徳 氏（Chief Human Resources Officer 総務・人事本部 本部長） 

平成 11 年 4 月 入社 
平成 14 年１０月 厚生労働省 出向２年 
平成 26 年 1 月 人材開発部 主幹 

同年 8 月 ブラジルトヨタ 出向３年(TOYOTA DO BRASIL LTDA.) 
平成 31 年 1 月 人材開発部 部長 
令和 ４ 年 1 月 総務・人事本部 本部長 (現在に至る) 
令和 ５ 年 4 月 Chief Human Resources Officer (現在に至る) 
令和 ７ 年 1 月 Chief Risk Officer 台湾担当（統括部長） (現在に至る) 

 

８  大会参加費   ７，５００円 

 

９  大会事務局   東海北陸中学校長会研究協議会愛知大会事務局 

（愛知県小中学校長会事務局） 

                 〒460-0007 愛知県名古屋市中区新栄一丁目４９-１０ 愛知県教育会館６F 

TEL 052-261-8152 

(令和７年度大会以降、シンボルマーク作成は廃止) 

受付 

9:00〜9:30 

全体会Ⅰ 

9:30〜10:20 

記念講演 

10:30〜11:50 

全体会Ⅱ 

12:00〜12:20 

Niterra 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール 
 〇開会式 

  国歌斉唱 

  開会の挨拶 

  来賓祝辞 

  来賓紹介 

大会宣言・決議文 

   

〇講演 

 ・演題  「（現在調整中）」 

 ・講師   

トヨタ自動車株式会社 

東   崇徳 氏 

古賀 伸彦 氏 

 

〇次年度開催県挨拶 

〇閉会式 

  閉会の言葉 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


